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。
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務
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４
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５
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４
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試
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９
月
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（
日
）
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前
８
時
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・
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２
次
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験
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月
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旬
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第
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格
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▼
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日
（
金
）

※
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日
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き
、
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前
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時
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〜
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※
正
午
か
ら
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後
１
時
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で
を
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ま
す

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
15
日

　（
金
）
午
後
５
時
ま
で
必
着
の
も

　
の
に
限
り
ま
す
。

※
受
験
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格
な
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詳
し
い
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と
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お
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合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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▼
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クリーンセンターへのごみ搬入量（６月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 207,880 △930 15,140

資 源 ご み 22,820 △4,920 2,750

粗 大 ご み 3,580 △1,210 △110

合 計 234,280 △7,060 17,780

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数

種　別 発生件数 前年比較

事故件数 ５ （△ 16）

死 者 ０ （△２）

傷 者 ５ （△ 21）

７月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ０ （０）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ０ （△１）

合計件数 ０ （△１）

７月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  
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津志田の逆修碑は、平成 22 年

に町文化財に指定されました。

「逆修碑」とは、戦乱の絶えな

い戦国時代で、生前に自らの冥福

を祈るために建てられたもので、

仏を示す梵字を正面に描き、その

下部に建てた主旨や建立者、時期

を刻んだ石碑です。

同碑には、正面に ｢大日如来｣、

下部に ｢天文二十年無忠大徳七月

八日｣ とあり、“無忠”とは僧侶

の名前、“大徳”とは徳が高く立

派な僧侶の尊称と考えられ、無忠

という僧侶が天文 20（1551）年

にこの石碑を建立したのが分かり

ます。この時代の甲佐地域は、北

進する相良氏に対し、早川に拠点

をもつ「　衆｣（阿蘇大宮司勢力

の在地領主の連合体）が対抗する

戦乱の場でした。早川と緑川を隔

てた津志田も例外ではなく、｢　

衆｣ により敵地と見なされ、天文

10(1541) 年麦払いに遭っていま

す (『八代日記』)。麦払いとは、

麦の強制刈り取りで食糧奪取と同

様の行為です。この資料は、武士

だけでなく民衆も戦乱に巻き込ま

れ、仏にすがるしかない民衆の心

が表現されたものです。

甲佐町の文化財探訪　〜第15回〜

「津志田の逆修碑」

古きを訪ねて甲佐町を知る

▶
歴
史
が
刻
ま
れ
た
逆
修
碑

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　klg110@town.kosa.lg.jp
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